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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績の動向等を踏まえ、2023 年 10 月 24 日に公表した通期の連結業績予想を下記のとおり

修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 
１．2024 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正 

（2023 年 4 月 1 日～ 2024 年 3 月 31 日） 

                                    
売 上 高 

（百万円） 

営業利益 

（百万円） 

経常利益 

（百万円） 

親会社株主に帰属

する当期純利益 

（百万円） 

１株当たり 
当期純利益 
（円 銭） 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 340,000 16,000 19,000 12,000 114.57 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 310,000 4,000 8,000 5,000 47.74 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △30,000 △12,000 △11,000 △7,000  

増 減 率 （ ％ ） △8.8 △75.0 △57.9 △58.3  

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 

（ 2 0 2 3 年 3 月 期 ） 
371,019 15,098 17,432 8,694 83.04 

 

２．修正の理由 

通期の業績予想につきましては、海外向け空調機において、第３四半期の売上は概ね計画ど

おりとなったものの、北米、欧州、中東などにおいて想定より市況回復が遅れているとともに、

高水準となっている流通在庫削減に時間を要しており、第４四半期における販売計画を見直し

たことから、上記のとおり修正しました。 
損益につきましては、素材価格などコスト環境の好転はあるものの、利益貢献の高い北米や

欧州向けの売上予想の見直しによるマイナス影響が大きく、前回計画を大きく下回る見通しと

なり、上記のとおり修正しました。 
なお、短期的な経費削減・費用効率化にとどまらず、中長期的な収益構造を抜本的に見直す

べく、調達費をはじめとしたトータルコスト構造改革、オペレーションの変革に取り組んでま

いります。それにより、利益率向上、ＣＣＣ（キャッシュ・コンバージョン・サイクル）改善を

図り、財務体質強化と資本効率向上を目指してまいります。 
 

以 上 


